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業務の適正を確保するための体制

業務の適正を確保するための体制
当社グループが業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）の整備について、取締役
会で決議した事項は次のとおりであります。

⑴　取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
① 企業行動憲章および行動指針を定めるとともに、代表取締役社長を委員長とするコンプラ
イアンス委員会を設置し、法令遵守および高い倫理観と社会的良識に基づく企業行動の徹
底を図る。
役員・従業員に対しては、定期的に教育・研修を行うことにより、コンプライアンス意識
の維持・向上を図る。

② 内部監査部門により社内各部門の所管業務が法令、定款および諸規程に従い、適正かつ有
効に運用されているかを監査する。

③ 法令違反行為等に関する通報・相談を受付ける内部通報窓口を設置する。
④ 法令違反行為等に対しては、厳正な処分を行う。
⑵　取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
① 取締役の職務の執行に係る情報については、文書管理規程、情報セキュリティポリシー等
の社内規程に従い適切に保存、管理を行う。

② 開示すべき重要な情報については、法令等に従い適時適切に開示する。
⑶　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
リスク管理に関する社内規程を定め、代表取締役社長を委員長とするリスク管理委員会を設
置し、リスク管理体制の構築および各種リスクの管理を行う。
また、事故や災害などの緊急事態が発生した際は、危機管理チームまたは対策本部を設置し
迅速に対応する体制をとる。
⑷　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 取締役会および経営会議を原則月１回開催するほか、必要に応じ臨時に開催することによ
り、経営方針および重要な業務執行等の審議・決定を迅速に行う。

② 経営計画を策定し、各組織の分掌および権限を明確に定め、ＩＴの適切な活用を図ること
により、職務執行を効率的に行う。

⑸　当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 子会社の経営については、当社内に経営管理の主管部署を置き、関係会社管理規程に則り
経営管理を行う。
また、子会社の経営が効率的に行われるよう、必要な指導・支援等を実施するとともに、
重要な経営事項等の報告を受ける。

② 子会社のリスクおよびコンプライアンスに関する事項は、当社のリスクおよびコンプライ
アンス管理体制、ならびに内部通報窓口を活用して徹底を図る。

③ 内部監査部門の監査対象に子会社を含め、定期的に監査を実施し、監査結果を取締役会に
報告する。

－ 1 －



2025/05/21 12:45:53 / 24180273_日本電技株式会社_招集通知

業務の適正を確保するための体制

⑹　監査等委員会がその職務を補助すべき取締役および使用人を置くことを求めた場合における
当該取締役および使用人に関する事項、その独立性および指示の実効性に関する事項
監査等委員会の求めがある場合は、監査等委員会の業務を補助する取締役もしくは専任のス
タッフを置くこととする。監査等委員会の業務を補助する取締役もしくは専任のスタッフは、
監査等委員会の指示に従うものとする。なお、その人事異動、評価等については、監査等委員
会の同意を得るものとする。
⑺　業務執行取締役および使用人が監査等委員会に報告するための体制その他の監査等委員会へ
の報告に関する体制
① 当社および子会社の業務執行取締役および使用人は会社に著しい損害を及ぼす恐れのある
事項等を発見した場合は監査等委員会に報告する。

② 当社および子会社の業務執行取締役および使用人は、監査等委員から業務の執行等に関す
る報告を求められた場合、適切に報告を行う。

③ 当社および子会社は、監査等委員会に報告を行った者に当該報告を行ったことを理由とし
て不利益が生じないことを確保する。

⑻　監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査等委員は取締役会その他重要な会議に随時出席し意見および報告を行うとともに、稟
議書その他の業務執行に関する文書を閲覧する。また、代表取締役および内部監査部門と
適時意見交換を行い、相互認識を深めるとともに監査情報等を交換する。

② 当社は、監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続その他の
当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理について、適切に対応する。

⑼　財務報告の信頼性を確保するための体制
財務報告の信頼性の確保および金融商品取引法に基づく内部統制報告書の有効かつ適切な提
出に向け内部統制システムの構築を行うとともに、その仕組みが適正に機能することを継続的
に評価し、必要な是正を行う。
⑽　反社会的勢力排除に向けた体制
反社会的勢力排除に向けた体制を構築し、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢
力とは一切関わりを持たず、また不当な要求に対しては、断固としてこれを拒否する。
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業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当事業年度における、当社グループの業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、次
のとおりであります。
⑴ 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
コンプライアンス委員会を開催し、当社グループのコンプライアンス活動、ならびに役員・
従業員に対する教育・研修の実施等について、審議・報告等を行っております。
また、内部監査部門が、社内各部門の所管業務が法令、定款および諸規程に従い、適正かつ
有効に運用されているかを監査するほか、法令違反行為等に関する通報・相談を受付ける内部
通報窓口を設置しております。
内部通報窓口については、社内および弁護士事務所に設置している内部通報窓口に第三者機
関の内部通報窓口を加える等、内部通報体制の充実化と実効性向上を図るとともに、内部通報
運用状況を取締役会に報告しております。
⑵ 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
取締役の職務の執行に係る情報については、社内諸規程に従い適切に保存、管理しておりま
す。
また、開示すべき重要な情報は、法令等に従い適時適切に開示しております。

⑶ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
リスク管理に関する社内規程に従い、リスク管理委員会を開催し、当社グループの各種リス
クに対する対策や対応等について、審議・報告等を行っております。
⑷ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当事業年度は14回の取締役会が開催され、経営の基本方針および法定の専決事項など業務

執行の監督を主体とする審議・決定を行っております。
また、当事業年度は18回の経営会議が開催され、取締役会からの委任に基づき重要な業務

執行に関する事項等について審議・決定を行っております。経営会議で審議・決定された内容
については、取締役会に適切に報告がなされております。
なお、各組織の業務分掌および職務権限を社内規程で明確にし、社内情報システムの活用に
より職務執行の効率化を図っております。

⑸ 当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
子会社の管理は、関係会社管理規程等に則り、経営・業績等に関する報告を定期的に受ける
とともに、適時、必要な指導・支援を行っております。なお、リスクおよびコンプライアンス
管理、ならびに内部通報窓口については、当社管理体制の範囲を拡大して運用しております。
また、当社内部監査部門が子会社の監査を定期的に実施するとともに、その結果を取締役会
に報告しております。
⑹ 監査等委員会がその職務を補助すべき取締役および使用人を置くことを求めた場合における
当該取締役および使用人に関する事項、その独立性および指示の実効性に関する事項
監査等委員会の職務を補助すべき取締役および専任のスタッフの設置はありません。
なお、内部監査室の使用人を兼任で監査等委員会補助スタッフとして選任しております。ま
た、兼任補助スタッフの選任・異動等は監査等委員会の意見を尊重して実施しております。
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⑺ 業務執行取締役および使用人が監査等委員会に報告するための体制その他の監査等委員会へ
の報告に関する体制
監査等委員から業務の執行等に関する報告を求められた場合には、適切に報告を行っており
ます。
⑻ 監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
常勤の監査等委員が重要な会議への出席や稟議書その他業務執行に関する文書の閲覧等を行
い監査の実効性を高めております。
また、監査等委員会が内部監査部門との連携や監査等委員以外の取締役等からの報告等の方
法によって、内部監査や内部統制の状況をモニタリングしております。
⑼ 財務報告の信頼性を確保するための体制
財務報告に係る内部統制システムが適正に機能していることを継続的に評価するとともに、
適時必要な是正を行っております。
⑽ 反社会的勢力排除に向けた体制
社内規程に基づき、反社会的勢力排除に向けた体制を構築するとともに、適切な運用がなさ

れております。
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連結株主資本等変動計算書

(2024年 4 月 1 日から
2025年 3 月31日まで)

（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

当 期 首 残 高 470 483 32,969 △761 33,162
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,527 △1,527
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 6,414 6,414

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0
自 己 株 式 の 処 分 7 9 16
株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額
（ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － 7 4,886 9 4,903
当 期 末 残 高 470 491 37,856 △752 38,065

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純 資 産
合 計そ の 他

有 価 証 券
評 価 差 額 金

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 1,297 1,297 34,460
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,527
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 6,414

自 己 株 式 の 取 得 △0
自 己 株 式 の 処 分 16
株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額
（ 純 額 ）

131 131 131

当 期 変 動 額 合 計 131 131 5,035
当 期 末 残 高 1,429 1,429 39,495

連結株主資本等変動計算書

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

⑴　連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の数　　　１社

連結子会社の名称　　ジュピターアドバンスシステムズ株式会社
②　非連結子会社の数　　３社

非連結子会社の名称　ＮＤテック株式会社、NDテックサービス株式会社、台東設備株式会社
（連結の範囲から除いた理由）

非連結子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金
（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲に
含めておりません。

⑵　持分法の適用に関する事項
持分法を適用しない非連結子会社の名称　ＮＤテック株式会社、NDテックサービス株式会社、台東設備
株式会社
（持分法を適用しない理由）

持分法を適用しない非連結子会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う
額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体とし
ても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

⑷　会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券の評価基準及び評価方法
関係会社株式 　　　　　 移動平均法による原価法
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）
市場価格のない株式等 　　　　　 移動平均法による原価法

ロ．デリバティブの評価基準及び評価方法
デリバティブ 　　　　　　 時価法
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イ．有形固定資産
（リース資産を除く）

建物・構築物 3～38年
機械、運搬具及び工具器具備品 2～20年

定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建
物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物
附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　
ロ．無形固定資産

（リース資産を除く）
定額法によっております。ソフトウェア（自社利用）については、社内
における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用してお
ります。

ハ．リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　

ハ．棚卸資産の評価基準及び評価方法
未成工事支出金 個別法による原価法
商品及び材料貯蔵品 総平均法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算
定）

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

③　重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金

債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ
いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．完成工事補償引当金
完成工事に係る瑕疵担保、アフターサービス等の費用の支出に備えるため、過去の補修費支出の実績
割合等に基づき必要と見積られる額を計上しております。

ハ．工事損失引当金
受注工事の損失発生に備えるため、期末手持ち受注工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ金額を合
理的に見積もることのできる工事について損失見積額を計上しております。

ニ．株式給付引当金
株式給付規程に基づく管理職である従業員への当社株式の交付に備えるため、当連結会計年度末にお
ける株式給付債務の見込額に基づき計上しております。
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④　退職給付に係る会計処理の方法
従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上してお
り、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に簡便法を適用しております。

⑤　重要な収益及び費用の計上基準
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び「収益認識に関する会
計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）を適用しており、約束した財
又はサービスの支配が顧客に移転したと判断した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込ま
れる金額で収益を認識しております。
主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点については、「６．収益認識に関
する注記」に記載のとおりです。

⑥　のれんの償却方法及び償却期間
５年間で均等償却を行っております。

２．会計上の見積りに関する注記
工事請負契約等における収益認識

⑴　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　一定の期間にわたり充足される履行義務に係る工事請負契約等の売上高　　28,501百万円

⑵　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
工事請負契約等において、一定の期間にわたり充足される履行義務について、期間がごく短い工事を除

き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識しておりま
す。ただし、初期段階は収益を認識せず、合理的な見積りが可能となる時点から、履行義務を充足するにつ
れて一定の期間にわたり収益を認識しております。

履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原価の割合（インプット法）で
算出しております。

工事原価総額の見積りに用いた主要な仮定は、機器・資材の使用量及び施工数であります。この仮定につ
いては、工事の進捗状況、過去の施工実績等に基づき合理的に算定しています。

主要な仮定である機器・資材の使用量及び施工数は、不確実性が高く、仕様の変更や追加工事の発生等に
より、実績と見積金額が乖離した場合には、翌連結会計年度の連結計算書類に重要な影響を与える可能性が
あります。
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①　担保に供している資産 投資その他の資産の「その他」（差入保証金） 300百万円
②　担保に係る債務 支払手形・工事未払金等 2,030百万円

未払費用 6百万円
流動負債の「その他」（未払金） 3百万円

合計 2,039百万円

株 式 の 種 類 当 連 結 会 計 年 度
期 首 の 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 8,197,500株 8,197,500株 － 16,395,000株

株 式 の 種 類 当 連 結 会 計 年 度
期 首 の 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 238,108株 238,130株 6,354株 469,884株

３．連結貸借対照表に関する注記
担保に供している資産及び担保に係る債務

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　発行済株式の種類及び総数に関する事項

(注)１．当社は、2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
２．発行済株式の増加は、株式分割による増加8,197,500株であります。

⑵　自己株式の種類及び株式数に関する事項

(注)１．当社は、2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
２．当連結会計年度末における普通株式の自己株式数には、株式給付信託（J-ESOP）の信託財産として

株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当社株式159,800株を含めております。
３．普通株式の自己株式数の増加は、株式分割による増加238,108株及び単元未満株式の買取りによる増

加22株であります。
４．普通株式の自己株式数の減少は、譲渡制限付株式交付による減少6,354株であります。
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・配当金の総額 868百万円
・１株当たり配当額 108円（うち、普通配当88円、記念配当20円）
・基準日 2024年 3 月31日
・効力発生日 2024年 6 月27日

・配当金の総額 659百万円
・１株当たり配当額 82円
・基準日 2024年 9 月30日
・効力発生日 2024年 12月2日

・配当金の総額 1,302百万円
・１株当たり配当額 81円
・基準日 2025年 3 月31日
・効力発生日 2025年 6 月27日

⑶　剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額等

イ．2024年６月26日開催の第65回定時株主総会決議による配当に関する事項

ロ．2024年11月5日開催の取締役会決議による配当に関する事項

(注)１．2024年6月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）に対する
配当金8百万円が含まれております。

２．2024年11月５日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）に対する配当
金6百万円が含まれております。

３．当社は、2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
１株当たり配当額につきましては、当該株式分割前の金額を記載しています。

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
2025年６月26日開催予定の第66回定時株主総会において次のとおり付議いたします。

(注)１．当社は、2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
１株当たり配当額につきましては、当該株式分割後の金額を記載しています。

２．2025年6月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）に対する
配当金12百万円が含まれております。
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連結貸借対照表計上額
（百万円） 時価(百万円) 差額（百万円)

有価証券及び投資有価証券 21,900 21,900 －

５．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
当社グループでは、資金運用については、預金、債券及び株式等で行っております。資金調達について
は、内部資金を優先して充当する方針であります。

②　金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形・完成工事未収入金等、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されておりま
す。当該リスクに関しては、当社の売上債権管理規程に従い、リスクを所管する部門で取引先ごとの期日
管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を年度ごとに把握する体制としております。連
結子会社についても、当社に準じて同様の管理を行っております。
有価証券は、主に譲渡性預金等の安全性の高い金融商品であります。投資有価証券は、市場価格の変動リ
スクに晒されておりますが、これらは主に業務上の関係を有する企業の株式や社債等であります。また、
デリバティブを組み込んだ複合金融商品取引については、その特性を評価し、安全性が高いと判断された
複合金融商品のみを利用しております。なお、これらの金融商品のリスクについては、経理部門において
定期的に時価や発行体の財務状況等を把握しており、その運用状況は定期的に取締役会等にて報告されて
おります。
営業債務である支払手形、工事未払金及び買掛金は、そのほとんどが４ヶ月以内の支払期日であります。

③　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ
り、当該価額が変動することもあります。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
2025年３月31日(当期の連結決算日)における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、
次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等は次表には含めておりません。（(注)2参照）

(注)１． 現金は注記を省略しており、預金、受取手形・完成工事未収入金等、電子記録債権、支払手形・
工事未払金等は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略してお
ります。
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区分 連結貸借対照表計上額（百万円）

非上場株式 55

関係会社株式(子会社株式) 211

組合出資金等(※) 684

２．市場価格のない株式等

※組合出資金等は、投資事業組合、匿名組合等です。企業会計基準適用指針第31号「時価の算定に関
する会計基準の適用指針」第24-16項に従い、時価開示の対象としておりません。

　⑶　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ
　　ルに分類しております。
　　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価
　　　　　　　　　　の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
　　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定
　　　　　　　　　　に係るインプットを用いて算定した時価
　　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイン
プットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに
時価を分類しております。
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区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券

　(１)　株式 3,369 － － 3,369

　(２)　債券

①国債・地方債 － 498 － 498

②社債 － 15,032 － 15,032

　(３)　その他 － 3,000 － 3,000

　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
有価証券及び投資有価証券

上場株式及び社債は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、
その時価をレベル１の時価に分類しております。一方で、当社が保有している国債・地方債及び社債は、市
場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価に
分類しております。投資信託等は、金融機関等の第三者が公表する基準価額等をもって時価としており、そ
の時価をレベル２の時価に分類しております。
デリバティブ取引

複合金融商品の組込デリバティブは、合理的に区分して測定できないため、複合金融商品全体を時価評
価し、有価証券及び投資有価証券に含めて記載しております。なお、当該複合金融商品全体の時価について
は、取引先金融機関から掲示された価格等によっており、レベル２の時価に分類しております。
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空調計装
関連事業

産業システム
関連事業 合計

売上高

一時点で移転される財 12,238 2,321 14,559

一定の期間にわたり移転される財 27,129 1,372 28,501

顧客との契約から生じる収益 39,367 3,694 43,061

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 39,367 3,694 43,061

６．収益認識に関する注記
⑴　顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　主要な財又はサービス別に分解した収益の情報は以下のとおりであります。

（単位：百万円）

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　当社グループでは、顧客との契約について、以下の５ステップアプローチに基づき、約束した財又はサービ
スの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に権利を得ると見込む対価の額で収益を認識し
ております。

ステップ１：顧客との契約を識別する。
ステップ２：契約における履行義務を識別する。
ステップ３：取引価格を算定する。
ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する。
ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。

当社グループは、主要な事業として空調計装関連事業、産業システム関連事業を行っております。これら
の事業から生じる収益は顧客との契約に従い計上しており、それぞれの履行義務に関する情報は以下のとお
りであります。

①　工事契約
工事契約に係る収益には、主に計装エンジニアリング工事の請負が含まれ、履行義務を充足するにつ
れて一定の期間にわたり収益を認識しております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方
法は、見積総原価に対する発生原価の割合（インプット法）によっております。ただし、初期段階は
収益を認識せず、合理的な見積りが可能となる時点から、履行義務を充足するにつれて一定の期間に
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顧客との契約から生じた債権（期首残高） 8,709百万円
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 9,581百万円
契約資産（期首残高） 1,170百万円
契約資産（期末残高） 1,539百万円
契約負債（期首残高） 1,044百万円
契約負債（期末残高） 1,635百万円

わたり収益を認識しております。
また、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短
い工事契約については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益
を認識しております。

②　商品販売
商品販売に係る収益には、主に空調自動制御機器の販売が含まれ、商品の国内販売において、出荷時
から当該商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を
認識しております。

⑶　当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
①　契約資産及び契約負債の期首残高及び期末残高

当社グループは、履行した義務に対する契約資産を前もって認識することになります。契約資産として
認識された金額は、主に顧客に請求された時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えられます。

また、工事請負契約等に基づいて顧客から受け取った前受金が現在までに認識された収益を超過する場
合は、その差額を契約負債として認識しております。

②　残存履行義務に配分した取引価格
当連結会計年度末において、未充足（又は部分的に未充足）の履行義務に配分した取引価格の金額は

25,855百万円であります。当該履行義務は、主に計装エンジニアリング工事の請負に関するものであ
り、期末日後1～2年以内に収益として認識すると見込んでおります。
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⑴　１株当たり純資産額 2,480円06銭
⑵　１株当たり当期純利益 402円83銭

７．１株当たり情報に関する注記

(注)１．2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当連結会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しておりま
す。
２．株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託(J-ESOP)に残存する自社の株式は、１
株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１
株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めております。

１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、159千株であり、１株当
たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、159千株であります。

８．その他の注記
（追加情報）

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）
当社は、2023年２月22日開催の取締役会にて、当社の株価や業績と従業員の処遇の連動性をより高

め、経済的な効果を株主と共有することにより、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を高めるこ
とを目的として、管理職である従業員（以下「管理職」といいます。）に対して自社の株式を給付する
インセンティブプラン「株式給付信託（J-ESOP）」の導入を決議し、同年６月２日に信託契約を締結
しております。

⑴　取引の概要
本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の管理職に対し当

社株式を給付する仕組みであります。
当社は、管理職に対し役職や個人の貢献度等に応じてポイントを付与し、退職時に当該付与ポイン

トに相当する当社株式を給付します。管理職に対し給付する株式については、予め信託設定した金銭
により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものです。

⑵　信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部

に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当連結会計年度末にお
いて、303百万円、159千株であります。

なお、当社は2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っており、上記
の株式数は当該株式分割後の株数を記載しております。
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株主資本等変動計算書

(2024年 4 月 1 日から
2025年 3 月31日まで)

（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金 その他資本
剰 余 金

資本剰余金
合 計 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合 計別途積立金 繰 越 利 益

剰 余 金
当 期 首 残 高 470 316 167 483 89 20,560 12,380 33,030
当 期 変 動 額

別途積立金の積立
剰 余 金 の 配 当 △1,527 △1,527
当 期 純 利 益 6,401 6,401
自 己 株 式 の 取 得
自 己 株 式 の 処 分 7 7
株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額
（ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － － 7 7 － － 4,873 4,873
当 期 末 残 高 470 316 174 491 89 20,560 17,254 37,904

株 主 資 本 評価・換算差額等
純 資 産
合 計自 己 株 式 株 主 資 本

合 計
そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

当 期 首 残 高 △761 33,222 1,297 34,520
当 期 変 動 額

別途積立金の積立
剰 余 金 の 配 当 △1,527 △1,527
当 期 純 利 益 6,401 6,401
自 己 株 式 の 取 得 △0 △0 △0
自 己 株 式 の 処 分 9 16 16
株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額
（ 純 額 ）

131 131

当 期 変 動 額 合 計 9 4,890 131 5,022
当 期 末 残 高 △752 38,113 1,429 39,542

株主資本等変動計算書

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

①　有形固定資産
（リース資産を除く）

建物 3～38年
構築物 10～15年
機械装置 6～17年
工具器具・備品 2～20年

定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物
（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属
設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　
②　無形固定資産

（リース資産を除く）
定額法によっております。ソフトウェア（自社利用）については、社内に
おける利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用してお
ります。

③　リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴　資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券の評価基準及び評価方法

関係会社株式 　　　　　　 移動平均法による原価法
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）
市場価格のない株式等 　　　　　　 移動平均法による原価法

②デリバティブの評価基準及び評価方法
デリバティブ 　　　　　　　 時価法

③　棚卸資産の評価基準及び評価方法
未成工事支出金 　　　　　　 個別法による原価法
商品及び材料貯蔵品 　　　　　　 総平均法による原価法

　　　　　　（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方
法により算定）

⑵　固定資産の減価償却の方法
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個別注記表

⑶　引当金の計上基準
①　貸倒引当金

債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について
は個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
②　完成工事補償引当金

完成工事に係る瑕疵担保、アフターサービス等の費用の支出に備えるため、過去の補修費支出の実績割合
等に基づき必要と見積られる額を計上しております。
③　工事損失引当金

受注工事の損失発生に備えるため、期末手持ち受注工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ金額を合理的
に見積もることのできる工事について損失見積額を計上しております。
④　退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しており、退
職給付引当金及び退職給付費用の計算に簡便法を適用しております。
⑤　株式給付引当金

株式給付規程に基づく管理職である従業員への当社株式の交付に備えるため、当事業年度末における株式
給付債務の見込額に基づき計上しております。

⑷　収益及び費用の計上基準
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び「収益認識に関する会計
基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）を適用しており、約束した財又は
サービスの支配が顧客に移転したと判断した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金
額で収益を認識しております。
主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点については、「７．収益認識に関す
る注記」に記載のとおりです。

２．会計上の見積りに関する注記
工事請負契約等における収益認識

⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額
一定の期間にわたり充足される履行義務に係る工事請負契約等の売上高　　28,364百万円

⑵　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
連結注記表「２．会計上の見積りに関する注記　⑵識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関
する情報」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。
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個別注記表

①　担保に供している資産 差入保証金 300百万円
②　担保に係る債務 工事未払金 1,927百万円

買掛金 102百万円
未払金 3百万円
未払費用 6百万円

合計 2,039百万円

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 1,056百万円

①　短期金銭債権 25百万円
②　長期金銭債権 105百万円
③　短期金銭債務 17百万円

　営業取引による取引高
　仕　　入　　高 166百万円
　販売費及び一般管理費 0百万円

　営業取引以外の取引高 5百万円

３．貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産及び担保に係る債務

⑶　関係会社に対する金銭債権及び債務

４．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

－ 20 －



2025/05/21 12:45:53 / 24180273_日本電技株式会社_招集通知

個別注記表

株 式 の 種 類 当 事 業 年 度
期 首 の 株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当 事 業 年 度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 238,108株 238,130株 6,354株 469,884株

繰延税金資産
未払賞与 779百万円
未払事業税 111百万円
未払社会保険料 86百万円
一括償却資産 65百万円
その他 405百万円

繰延税金資産小計 1,449百万円
評価性引当額 △130百万円

繰延税金資産合計 1,319百万円
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △657百万円
資産除去債務に対応する除去費用 △10百万円

繰延税金負債合計 △667百万円
繰延税金資産の純額 651百万円

５．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項

(注)１．当社は、2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
２．当事業年度末における普通株式の自己株式数には、株式給付信託（J-ESOP）の信託財産として

株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当社株式159,800株を含めております。
３．普通株式の自己株式数の増加は、株式分割による増加238,108株及び単元未満株式の買取りによる増

加22株であります。
４．普通株式の自己株式数の減少は、譲渡制限付株式交付による減少6,354株であります。

６．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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個別注記表

⑴　１株当たり純資産額 2,483円05銭
⑵　１株当たり当期純利益 402円03銭

７．収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報については、連結注記表「６．収益認識に関する注記」に同一の内容

を記載しておりますので注記を省略しております。

８．１株当たり情報に関する注記

(注)１．2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当事業年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しておりま
す。
２．株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託(J-ESOP)に残存する自社の株式は、１
株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１
株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めております。

１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、159千株であり、１株当
たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、159千株であります。

9．その他の注記
（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）
連結注記表「８．その他の注記」に同一の内容を記載しておりますので注記を省略しております。
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